
襲

名

に

つ

し、

て

木

村

健

助



一
襲
名
の
慣
習

二
通
称
の
襲
用

三
慣
習
の
発
生

四
襲
名
の
衰
微

五
慣
習
の
終
末

六
製
名
の
性
格

七
製
名
の
残
存

八
外
国
の
類
例



襲

名

に

つ

い

て

り
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

事、
「
全
国
民
事
慣
例
類
集
」
に
、

襲
名
と
い
う
の
は
、
名
の
相
続
の
こ
と
で
あ
る
。
父
の
名
を
、
そ
の
ま
ま
子
が
受
け
継
い
で
名
乗
り
、
そ
れ
を
ま
た
孫
が
襲
っ
て
自
分

の
名
と
す
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
父
祖
か
ら
子
孫
へ
と
代
々
つ
づ
い
て
同
じ
名
を
称
す
る
の
で
あ
る
。
襲
名
は
、
わ
が
国
で
は
、
近
世
以

降
こ
と
に
江
戸
時
代
に
最
も
盛
ん
に
、
百
姓
•
町
人
の
間
に
お
い
て
ひ
ろ
く
行
な
わ
れ
た
慣
習
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、

に
は
ど
の
よ
う
に
実
行
さ
れ
て
い
た
か
と
い
う
こ
と
、
襲
名
が
主
と
し
て
近
世
以
後
の
慣
習
で
あ
っ
て
古
代
中
世
に
は
行
な
わ
れ
な
か
っ

た
と
い
う
こ
と
、
明
治
以
後
な
ぜ
衰
え
た
か
と
い
う
こ
と
、
現
在
で
は
ど
の
程
度
に
こ
れ
が
残
っ
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
、
ま
た
襲
名
と

い
う
こ
と
は
い
か
な
る
法
的
性
質
を
帯
び
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
な
ど
を
、
考
え
て
み
た
い
と
お
も
う
。

ま
ず
襲
名
が
実
際

「
凡
そ
家
督
相
続
す
る
と
き
は
、
必
ず
公
儀
名
と
唱
へ
其
家
の
通
名
に
改
る
を
以
て
、
高
帳
名
寄
帳
の

名
を
書
改
る
事
な
く
、
宗
門
人
別
帳
の
年
齢
及
び
隠
居
せ
し
父
の
名
を
書
改
る
事
に
て
、
実
印
も
父
祖
伝
来
の
品
を
用
る
を
栄
耀
と
す
る

一
般
の
通
例
な
り
」
と
し
て
い
る
。

「
其
家
の
通
称
」
は
、

襲
名
は
、
家
督
相
続
に
と
も
な
っ
て
行
な
わ
れ
る
の
が
慣
例
で
あ
っ
て
、
戸
主
の
名
を
承
継
す
る
こ
と
な
の
で
あ
る
。
襲
名
さ
れ
る
戸

③
 

主
の
名
は
、
そ
の
家
を
代
表
す
る
と
こ
ろ
の
名
で
あ
っ
て
、
「
公
儀
名
」
で
あ
る
。
家
督
相
続
人
は
、
自
分
の
名
を
「
其
家
の
通
称
」
に

伺

改
め
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
戸
主
は
代
々
人
は
変
わ
る
が
、
名
を
替
え
な
い
。
「
其
家
の
通
称
に
て
何
百
年
に
て
も
其
儘
差
置
く
事
な

「
累
代
の
通
称
」
で
も
あ
り
、
「
父
祖
の
通
称
」
で
も
あ
る
。
襲
名
の
慣
習
は
、
慣

例
類
集
に
よ
れ
ば
、
全
国
一
般
の
通
例
で
あ
る
が
、
地
方
に
よ
っ
て
は
、
こ
の
よ
う
な
慣
習
が
な
く
て
、

0
 

父
祖
の
名
に
改
る
者
稀
な
り
」
と
い
う
と
こ
ろ
も
あ
っ
た
。

「
相
続
人
は
終
身
其
名
を
称
し
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あ
る
。 慣

例
類
集
に
載
っ
て
い
る
こ
れ
ら
の
地
方
慣
習
は
、
明
治
初
年
の
調
査
に
よ
る
も
の
で
あ
る
が
、
江
戸
時
代
こ
と
に
そ
の
末
期
か
ら
明

治
初
年
に
か
け
て
の
慣
習
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
当
時
の
襲
名
が
ど
の
よ
う
に
実
行
さ
れ
て
い
た
か
を
、
二
三
の
具

体
的
な
例
に
よ
っ
て
示
し
て
み
た
い
と
お
も
う
。
江
戸
時
代
か
ら
の
有
名
な
豪
商
三
井
家
で
は
、
総
領
家
の
当
主
が
代
々
八
郎
右
衛
門
を

伺

名
の
っ
た
。
初
代
の
八
郎
右
衛
門
を
称
し
た
の
は
三
井
高
利
で
あ
っ
た
。
元
禄
七
年
に
没
し
て
い
る
。
二
代
目
は
そ
の
長
男
、
八
郎
右
衛

門
高
平
で
あ
る
。
元
禄
一
四
年
に
更
に
家
督
を
長
子
高
房
に
譲
っ
た
。
こ
れ
が
三
代
八
郎
右
衛
門
に
な
っ
て
、
享
保
一
九
年
に
隠
居
し
て

い
る
。
そ
の
の
ち
、
四
代
高
美
・
五
代
高
清
・
六
代
高
祐
・
七
代
高
就
と
累
代
こ
の
通
称
を
相
継
ぎ
、
明
治
以
後
は
、
高
就
の
子
高
福
が

八
代
目
八
郎
右
術
門
を
称
し
、
九
代
目
は
高
朗
、
十
代
目
は
高
棟
、
十
一
代
目
高
公
と
、
八
郎
右
衛
門
を
襲
名
し
て
い
る
。
こ
の
八
郎
右

衛
門
と
い
う
名
称
は
、
三
井
同
族
十
一
家
の
総
領
家
に
限
っ
て
、
当
主
の
通
称
と
し
て
襲
名
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

大
阪
で
の
有
名
な
1

例
を
と
る
と
、
住
友
家
で
は
代
々
吉
左
衛
門
を
襲
名
し
て
き
た
。
は
じ
め
て
吉
左
衛
門
を
称
し
た
の
は
、
住
友
家

三
代
目
の
友
信
で
あ
っ
て
、
そ
れ
以
前
に
は
吉
左
衛
門
と
い
う
通
称
は
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
友
信
は
、
宝
永
三
年
に
没
し
て
、

四
代
目
の
友
芳
が
、
吉
左
衛
門
を
継
い
だ
。
友
芳
は
享
保
四
年
に
死
去
、

宝
暦
八
年
没
。
六
代
友
紀
も
吉
左
衛
門
と
称
し
た
。
七
代
友
輔
は
通
称
万
次
郎
。

そ
の
長
子
五
代
目
の
友
昌
が
相
続
し
て
、
吉
左
衛
門
と
な
っ
た
。

八
代
友
端
か
ら
通
称
吉
次
郎
と
い
い
九
代
友
聞
、
十
代

友
視
、
十
一
代
友
訓
と
、
吉
次
郎
を
襲
名
し
た
。
十
二
代
友
親
に
い
た
っ
て
、
ふ
た
た
び
吉
左
衛
門
と
称
し
、
十
三
代
友
忠
も
吉
左
衛
門

を
襲
名
、
十
四
代
は
友
忠
の
嗣
子
が
な
く
て
後
家
登
久
が
家
督
を
継
ぎ
、
十
五
代
は
養
子
の
友
純
で
、
吉
左
衛
門
と
称
し
た
。

江
戸
時
代
初
期
の
大
阪
の
特
権
町
人
と
し
て
三
町
人
な
る
も
の
が
あ
っ
た
。
尼
崎
又
右
衛
門
・
寺
島
藤
右
衛
門
・
山
村
与
助
が
そ
れ
で

「
三
町
人
は
代
々
同
姓
同
名
で
あ
っ
た
」
。

襲

名

に

つ

い

て

こ
れ
ら
の
町
人
は
、
そ
れ
ぞ
れ
又
右
衛
門
・
藤
右
衛
門
・
与
助
を
襲
名
し
て
い
た
。

三
町
人
の
う
ち
尼
崎
又
右
衛
門
に
つ
い
て
い
え
ば
、
初
代
又
右
衛
門
は
寛
永
十
九
年
に
没
し
、
そ
の
長
子
三
孝
が
二
代
目
と
し
て
又
右
衛

四
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襲
名
に
つ
い
て

五

「
父
三
右
衛
門
と
称
す
れ
ば
其
子
亦
三
右
衛
門
と
称
す
」
の

つ
づ
い
て
四
代
目
五
代
目
と
襲
名
し
、
享
保
年
間
に
は
八
代
目
に
及
び
、
文
化
年
問

⑩
 

に
は
十
一
代
目
又
右
衛
門
だ
っ
た
が
そ
の
後
も
尼
崎
屋
は
又
右
衛
門
の
名
を
襲
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
町
人
の
襲
名
は
、
江
戸
に
お
い
て
も
同
じ
く
見
ら
れ
墨
と
こ
ろ
で
あ
っ
て
、
江
戸
で
の
三
町
年
寄
は
、
樽
屋
・
奈
良
屋
・

喜
多
村
で
あ
っ
た
が
、
樽
屋
は
代
々
藤
右
衛
門
を
襲
名
し
、
奈
良
屋
は
代
々
市
右
衛
門
で
あ
る
。
喜
多
村
氏
は
、
通
称
を
彦
右
術
門
ま
た

⑲
 

は
彦
兵
衛
と
い
っ
た
が
、
襲
名
の
詳
し
い
こ
と
は
わ
か
ら
な
い
。

百
姓
農
民
の
間
に
も
、
襲
名
の
慣
習
が
ひ
ろ
く
行
な
わ
れ
た
こ
と
は
、
慣
例
類
集
に
よ
っ
て
も
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
、
町
人
の

よ
う
に
有
名
な
も
の
の
実
例
が
少
な
い
の
で
、
こ
こ
に
は
引
用
し
な
い
が
、

⑬
 

類
で
あ
る
。第

二
章
「
家
産
相
続
の
事
」
•
第
一
款
「
願
届
手
続
」
。

同
上
、
駿
河
国
安
倍
郡
有
渡
郡
、
加
賀
国
石
川
郡
．

同
上
、
駿
河
国
安
倍
郡
有
渡
郡
、
相
模
国
鎌
倉
郡
、
下
総
国
印
幡
郡
、
岩
代
国
信
夫
郡
、
陸
中
国
胆
沢
郡
、
陸
中
国
岩
手
郡
、
羽
前
国
村
山
郡
、
越
前
国
敦
賀
郡
。

同
上
、
備
後
国
御
調
郡
。

同
上
、
近
江
国
犬
上
郡
．

同
上
、
下
野
国
都
賀
郡
。

同
上
、
大
隅
国
ソ
オ
郡
．

太
田
亮
「
姓
氏
家
系
大
辞
典
」
＿
―
-
井
．

宮
本
又
次
「
大
阪
商
人
」
一
四
一
頁
、
一
五
八
ー
一
五
九
頁
。

前
掲
一
六
七
頁
。
「
大
阪
市
史
」
第
一
ー
ニ
九
五
頁
以
下
。

前
掲
一
七
―
_
―
七
二
頁
、
一
七
六
—
一
七
七
頁
。

前
掲
一
六
八
頁
。

前
掲
「
民
事
慣
例
類
集
」
羽
後
国
秋
田
郡
。

門
を
継
ぎ
、
更
に
そ
の
長
男
が
三
代
目
又
右
衛
門
、
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は
、
少
し
意
味
が
違
う
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

襲
名
に
お
い
て
、
襲
用
さ
れ
る
名
は
「
通
称
」
と
い
わ
れ
る
名
で
あ
る
こ
と
は
、
以
上
述
べ
た
と
こ
ろ
に
よ
っ
て
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

「
通
称
」
と
い
う
の
は
い
か
な
る
名
称
で
あ
る
か
。
襲
名
は
、
公
家
・
武
家
の
間
で
は
慣
例
と
し
て
行
な
わ
れ
て
い
な
い
。

百
姓
•
町
人
の
間
に
お
け
る
慣
習
で
あ
っ
た
。
庶
民
階
級
に
お
け
る
慣
習
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
襲
名
さ
れ
る
「
通
称
」
に
つ
い
て
も
、
特

に
百
姓
•
町
人
の
社
会
に
お
け
る
通
称
と
い
う
も
の
を
、
ま
ず
明
瞭
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
武
家
の
通
称
と
百
姓
•
町
人
の
通
称
と

ま
ず
、
武
家
の
通
称
か
ら
例
を
挙
げ
て
み
る
と
、
大
石
内
蔵
助
良
雄
の
大
石
は
苗
字
で
、
内
蔵
助
が
通
称
、
良
雄
は
実
名
ま
た
は
名
乗

で
あ
る
。
そ
の
子
大
石
主
税
良
金
の
通
称
は
、
主
税
で
あ
る
。
同
じ
く
赤
穂
浪
士
の
中
の
堀
部
親
子
は
、
養
父
は
弥
兵
衛
金
丸
で
養
子
が

安
兵
衛
武
庸
。
足
軽
だ
っ
た
寺
坂
吉
右
衛
門
信
行
も
も
ち
ろ
ん
吉
右
衛
門
が
通
称
で
あ
っ
た
。

武
家
は
、
み
な
苗
字
と
通
称
と
名
乗
（
実
名
）
と
を
称
し
て
い
た
。
こ
の
三
つ
の
名
称
を
兼
併
す
る
こ
と
が
武
家
の
特
権
で
あ
っ
た
。

そ
し
て
一
般
に
は
実
名
よ
り
も
通
称
で
よ
く
知
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
武
家
の
間
で
は
、
通
称
も
実
名
も
襲
名
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
は

な
か
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
百
姓
•
町
人
の
場
合
と
明
ら
ら
か
に
区
別
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
町
人
の
襲
名
の
例
と
し
て
挙
げ
た
一
―
―

井
八
郎
右
衛
門
に
し
て
も
、
住
友
吉
左
衛
門
に
し
て
も
、
尼
崎
又
右
衛
門
に
し
て
も
、
寺
島
藤
右
衛
門
や
山
村
与
助
に
し
て
も
、
い
ず
れ

も
苗
字
と
通
称
と
実
名
を
称
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
町
人
と
し
て
は
備
外
的
で
あ
る
。
か
わ
ら
は
、
町
人
で
あ
っ
た
が
、
特
に
苗
字
帯
刀

そ
の
通
称
を
代
々
襲
名
し
た
の
で
あ
る
。

御
免
で
あ
っ
て
、
武
士
同
様
に
苗
字
と
通
称
と
実
名
と
を
称
し
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、

一
般
の
百
姓
•
町
人
は
、
苗
字
帯
刀
は
禁
止
さ
れ
て
い
た
の
で
、
苗
字
を
称
え
る
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
し
、
通
称
と
実
名
と

そ
れ
で
は
、 襲

名

に

つ

い

て

9 -

ノ‘
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(1) 

襲
名
に
つ
い
て

を
併
称
す
る
こ
と
も
な
か
っ
た
。
す
べ
て
名
―
つ
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。

「
累
代
の
通
称
」
を
継
ぐ
と
い
う
こ
と
は
、

七

い
わ
ば
―
つ
の
実
名
だ
け
を
も
っ
て
い
る
だ
け
で
あ
っ
た
。
そ
れ

い
か
な
る
こ
と
を
指
す
の
で
あ
る
か
。
子
が

相
続
人
と
し
て
父
の
名
を
襲
名
し
た
と
き
は
、
子
は
、
そ
れ
ま
で
称
し
て
い
た
自
分
の
固
有
の
名
を
変
更
し
た
も
の
、
元
の
名
を
失
っ
た

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
父
子
代
々
こ
の
よ
う
に
し
て
、
名
を
世
襲
し
て
ゆ
く
。
こ
の
襲
名
さ
れ
る
名
が
、
す
な
わ
ち
「
通
称
」
な
の
で
あ

一
般
庶
民
の
問
で
は
、
武
家
の
よ
う
に
実
名
の
ほ
か
に
通
称
が
あ
る
の
で
は
な
く
て
、
家
督
相
続
に
よ
っ
て
通
称
を
襲
名
し
た
者
は
、

も
と
の
実
名
を
改
め
て
通
称
を
た
だ
―
つ
の
自
分
の
名
と
す
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
以
前
の
実
名
は
、
襲
名
に
よ
っ
て
通
称
の
中
に
没
入
し

て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
通
称
を
称
え
て
い
た
戸
主
が
隠
居
し
て
家
督
を
譲
っ
た
場
合
に
は
、
そ
の
通
称
を
次
の
家
督

相
続
人
に
継
が
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
隠
居
者
は
、
ふ
た
た
び
名
を
改
め
て
隠
居
名
を
称
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
が
、
少
な
く
と
も
、

江
戸
時
代
の
百
姓
•
町
人
の
問
に
行
な
わ
れ
た
襲
名
の
慣
習
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

近
世
の
相
続
の
こ
と
を
「
家
名
相
続
」
と
も
い
う
。
こ
の
場
合
に
、
相
続
せ
ら
れ
る
「
家
名
」
と
は
何
で
あ
る
か
。
武
家
で
は
、
苗
字
を

意
味
す
る
も
の
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
苗
字
の
な
い
庶
民
の
家
で
は
、
ほ
か
な
ら
ぬ
「
其
家
の
通
称
」
の
相
続
に
あ
た
る
だ
ろ
う
。

る。 で
は
、

宮
本
又
次
「
大
阪
商
人
」
一
五
八
ー
一
五
九
頁
、
（
一
六
七
頁
）
一
七
一
頁
、
一
八
一
―
―
—
一
八
四
頁
、
一
八
五
頁

襲
名
は
、
わ
が
国
に
お
い
て
は
、
近
世
に
も
っ
と
も
盛
ん
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
も
そ
も
は
、

い
つ
の
時
代
か
ら
始
ま
っ
た

゜

も
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
こ
と
に
関
し
て
、
た
れ
し
も
ま
ず
思
い
浮
か
べ
る
の
は
、
中
田
薫
博
士
の
祖
名
相
続
論
で
あ
ろ
う
。
博
士
は
、

「
其
家
の
通
称
」
を
襲
名
す
る
と
か
、
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で
、
そ
の
二
字
の
う
ち
の
上
ま
た
は
下
の
一
字
を
襲
用
し
た
の
で
あ
る
。

わ
が
古
代
の
相
続
が
「
名
の
相
続
」
で
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
博
士
は
、
諸
民
族
の
間
で
、
祖
名
相
続
は
二
つ
の
風
習
に
な
っ
て
現
わ

れ
、
そ
の
一
は
「
父
祖
の
名
を
子
孫
に
命
ず
る
も
の
」
で
あ
り
、
他
は
「
子
孫
を
し
て
父
祖
の
名
を
語
り
継
が
し
む
る
も
の
」
と
し
、
次

「
父
名
祖
名
の
承
継
に
関
す
る
、
我
古
史
の
記
事
を
通
観
す
る
と
き
は
、
お
の
づ
か
ら
こ
れ
を
、
二
種
の

史
料
に
分
つ
こ
と
が
出
来
る
。
其
一
は
子
は
父
の
名
を
後
世
に
伝
ふ
べ
き
も
の
で
あ
る
と
の
思
想
を
表
示
す
る
史
料
で
…
…
其
二
は
子
孫

⑪
 

は
祖
名
を
継
紹
す
る
も
の
で
あ
る
と
云
ふ
思
想
を
表
示
す
る
史
料
で
あ
る
」
と
。
襲
名
は
、
右
の
第
二
の
史
料
に
属
す
べ
き
風
習
な
の
で

あ
る
が
、
博
士
は
「
我
古
代
で
も
父
祖
の
名
を
、
子
孫
に
命
じ
た
事
例
が
•
…
•
•
一
般
的
慣
習
で
あ
っ
た
と
云
う
確
証
は
見
当
ら
な
い
」
と

＠
 

述
べ
て
お
ら
れ
る
。

本
稿
に
い
う
と
こ
ろ
の
襲
名
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
に
該
当
す
る
事
例
が
、
古
代
に
お
い
て
は
あ
ま
り
見
出
さ
れ
な
い
よ
う
で
あ
る
。
中

田
博
士
の
い
わ
ゆ
る
「
祖
名
相
続
」
は
、
こ
の
狭
い
意
味
で
の
襲
名
以
外
の
他
の
形
態
で
、
ま
た
は
他
の
風
習
で
現
わ
れ
て
い
る
の
で
あ

る
。
本
稿
で
述
べ
る
よ
う
な
単
純
で
完
全
な
襲
名
は
、

お
そ
ら
く
近
世
以
後
に
生
じ
た
慣
習
で
あ
ろ
う
と
考
え
る
。

襲
名
に
準
ず
べ
き
も
の
、
広
い
意
味
で
は
襲
名
と
い
う
も
の
に
含
ま
れ
る
か
も
知
れ
な
い
よ
う
な
一
種
の
風
習
は
、
近
世
以
前
に
お
い

実
名
の
一
字
を
世
襲
す
る
の
で
あ
っ
て
、

て
も
、
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
。
そ
れ
は
、
父
祖
の
名
の
一
字
を
代
々
子
孫
が
襲
用
す
る
と
こ
ろ
の
「
通
字
」
の
風
習
で
あ
る
。
父
祖
の

「
通
し
文
字
」
と
も
い
う
。
平
安
時
代
に
は
、
兄
弟
の
実
名
の
一
字
を
同
字
に
す
る
「
兄
弟
通

字
」
の
風
習
が
あ
っ
た
が
、
平
安
末
期
に
い
た
っ
て
父
子
祖
孫
の
世
襲
的
な
通
字
の
風
習
と
な
っ
て
、
家
々
に
「
通
し
字
」
を
生
ず
る
よ

う
に
な
っ
た
。
こ
の
風
習
は
、
公
家
・
武
家
の
間
で
盛
ん
に
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
当
時
の
実
名
は
、
漠
字
二
字
が
通
例
で
あ
っ
た
の

例
え
ば
、
藤
原
道
長
の
子
頼
通
か
ら
以
後
、
頼
通
ー
師
実
ー
師
通
ー
忠
実
ー
忠
通
ー
基
実
ー
基
通
と
、
父
祖
の
名
の
一
字
を
交
互
に
襲

の
よ
う
に
述
べ
て
お
ら
れ
る
。

襲

名

に

つ

い

て

八
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注
(6) (5) (4) (3) (2) (1) 

襲

名

に

つ

い

て

用
し
て
い
る
が
、
乎
氏
に
な
る
と
、
正
盛
ー
忠
盛
ー
清
盛
ー
重
盛
ー
維
盛
と
一
字
世
襲
を
し
て
い
る
。
鎌
倉
時
代
に
入
っ
て
、
例
え
ば
北

条
氏
で
は
、
時
政
ー
義
時
ー
泰
時
ー
時
氏
ー
時
頼
ー
時
頼
—
時
宗
ー
貞
時
ー
高
時
と
い
う
よ
う
に
、
正
規
な
一
字
世
襲
が
多
く
見
ら
れ
る

固

よ
う
に
な
っ
た
。

以
後
、
こ
の
よ
う
な
通
字
の
風
習
は
公
家
・
武
家
の
間
に
通
例
と
し
て
行
わ
れ
た
。

称
の
襲
用
で
な
く
し
て
実
名
の
一
字
を
世
襲
す
る
に
と
ど
ま
る
こ
と
、
す
で
に
早
く
兄
弟
通
字
に
始
ま
り
や
が
て
父
子
通
字
の
風
習
が
生

じ
た
こ
と
、
庶
民
の
間
の
慣
習
で
な
く
て
公
家
・
武
家
の
間
だ
け
の
風
習
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
襲
名
の
慣
習
は
、
通
字
の
風
習

と
直
接
に
は
深
い
関
係
は
な
い
よ
う
に
考
え
る
。
通
字
は
、
準
襲
名
と
も
解
せ
ら
れ
、
名
の
一
部
の
世
襲
で
あ
る
か
ら
、
あ
た
か
も
襲
名

の
前
駆
的
な
習
俗
と
も
い
わ
れ
な
い
こ
と
も
な
い
し
、

し
、
両
者
は
形
の
上
で
も
異
な
っ
た
襲
用
で
あ
る
し
、

九

い
ず
れ
も
名
の
文
字
襲
用
で
あ
る
か
ら
、
関
連
性
が
な
い
と
も
い
え
な
い
。
し
か

ま
た
性
質
上
か
ら
見
る
と
、
通
字
は
多
分
に
精
神
的
な
継
承
を
表
わ
し
て
い
る
の

に
、
襲
名
は
後
に
記
す
よ
う
に
財
産
的
相
続
を
意
味
し
て
い
る
と
い
う
点
で
、
大
き
な
差
異
が
あ
る
と
考
え
る
。
武
家
社
会
の
通
字
の
風

習
に
つ
い
て
は
、
他
方
に
苗
字
と
い
う
も
の
の
併
称
と
合
せ
て
見
る
必
要
が
あ
る
。
と
に
か
く
、
こ
の
よ
う
に
考
え
れ
ば
、
襲
名
は
近
世

に
始
ま
っ
た
慣
習
で
あ
っ
て
、
そ
の
沿
革
を
た
ず
ね
て
近
世
以
前
に
遡
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

中
田
薫
「
法
制
史
論
集
」
第
一
巻
•
第
二
「
古
法
制
三
題
考
—
-
、
祖
名
相
続
」
。
第
三
巻
•
第
三
「
祖
名
相
続
再
考
」

中
田
「
祖
名
相
続
再
考
」
―
二
六
二
頁
‘
―
二
六
三
頁

前
掲
―
二
六
三
頁

太
田
亮
「
姓
氏
と
家
系
」
一
九
一
頁
以
下
。
阿
部
武
彦
「
氏
姓
」
―
ニ
ニ
頁
以
下

参
照
太
田
・
前
掲
一
八
九
ー
一
九

0
頁
、
阿
部
・
前
掲
ー
ニ
ニ
頁
、
「
読
史
備
要
」
八
＿
―
-
五
頁
・
八
三
七
頁
、
八
五
四
頁

太
田
・
前
掲
一
九
—
_
―
九
二
頁
、
阿
部
前
掲
―
ニ
―
―
―
—
ー
ニ
四
頁

「
通
字
」
が
「
襲
名
」
と
異
な
る
と
こ
ろ
は
、
通
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襲
名
慣
習
は
、
近
世
に
始
ま
っ
た
も
の
で
あ
る
と
し
た
が
、
そ
れ
で
は
、
こ
の
慣
習
は
い
つ
こ
ろ
ま
で
続
い
た
の
か
、

こ
の
慣
習
が
廃
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
に
は
、
二
つ
の
原
因
が
あ
る
。

氏
と
い
う
も
の
を
一
般
に
平
民
に
も
解
放
し
た
明
治
三
年
九
月
一
日
の
太
政
官
布
告
で
あ
る
。
こ
れ
は
消
極
的
原
因
と
い
う
べ
き
も
の
で

あ
る
。
更
に
他
の
―
つ
の
原
因
と
な
っ
た
の
は
、
通
称
・
名
乗
の
併
用
を
禁
止
し
た
明
治
五
年
五
月
七
日
の
太
政
官
布
告
と
、
改
名
を
禁

止
し
た
明
治
五
年
八
月
二
日
の
太
政
官
布
告
で
あ
る
。
襲
名
廃
止
の
積
極
的
な
原
因
と
も
い
う
べ
き
も
の
で
あ
る
。
な
ぜ
こ
れ
ら
の
太
政

官
布
告
が
襲
名
慣
習
の
廃
止
原
因
と
な
っ
た
か
、
そ
の
理
由
は
後
述
す
る
が
、
こ
れ
ら
の
布
告
に
よ
っ
て
、
襲
名
慣
習
は
制
度
的
に
は
廃

止
さ
れ
た
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
以
後
は
単
な
る
事
実
的
な
慣
行
と
し
て
襲
名
が
存
続
し
た
の
に
過
ぎ
な
い
。
従
っ
て
、
襲
名
の
慣
習
は
一

応
は
明
治
初
年
を
も
っ
て
廃
止
さ
れ
た
も
の
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

の
後
五
年
を
へ
て
、
明
治
八
年
二
月
一
三
日
太
政
官
布
告
第
二
二
号
を
も
っ
て
、

「
平
民
苗
字
被
差
許
候
旨
、
明
治
三
年
九
月
布
告
候
処
、

自
今
必
苗
字
相
唱
可
申
、
尤
祖
先
以
来
苗
字
不
分
明
ノ
向
＾
新
ク
ニ
苗
字
ヲ
設
ケ
候
様
可
致
、
此
旨
布
告
候
事
」
と
苗
字
を
設
け
る
べ
く

全
国
民
に
強
制
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
す
べ
て
の
者
が
氏
名
を
称
え
る
こ
と
に
な
り
、
従
来
は
戸
主
の
通
称
に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
家

が
表
示
さ
れ
て
い
た
の
が
、
そ
の
後
は
苗
字
す
な
わ
ち
氏
に
よ
っ
て
家
を
表
示
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
従
前
は

苗
字
を
許
さ
れ
な
か
っ
た
平
民
が
、
通
称
に
よ
ら
な
い
で
も
す
べ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
家
の
名
称
を
称
え
う
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
；
他

明
治
三
年
九
月
一
九
日
太
政
官
布
告
第
六

0
八
号
は
、

「
自
今
平
民
苗
字
被
差
許
候
事
」
と
し
て
、
従
来
の
苗
字
の
禁
を
解
い
た
。
そ

さ
れ
る
に
い
た
っ
た
の
か
、
そ
の
こ
と
を
次
に
述
べ
て
み
た
い
。

四

襲
名
に
つ
い
て

一
は
、
襲
名
を
不
要
な
ら
し
め
る
い
た
っ
た
原
因
で
あ
っ
て
、

1
0
 

い
つ
こ
ろ
廃
止
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襲

名

に

つ

い

て

「
無
余
儀
差
支
」
の
場
合
は
、
算
轄
庁

し
た
。
こ
の
規
定
は
、
通
称
と
名
乗
す
な
わ
ち
実
名
と
二
つ
の
名
を
併
用
す
る
こ
と
を
禁
じ
た
も
の
で
あ
る
。
ど
ち
ら
か
―
つ
だ
け
を
用

い
よ
と
命
じ
た
の
で
あ
る
。
＇
従
来
、
通
称
と
実
名
と
を
併
用
し
た
の
は
武
家
ま
た
は
、
平
民
中
の
い
わ
ゆ
る
苗
字
帯
刀
御
免
者
だ
け
で
あ

っ
た
か
ら
、
こ
れ
ら
の
者
は
一
っ
だ
け
の
名
と
し
て
、
お
そ
ら
く
多
く
は
実
名
を
残
す
こ
と
に
な
っ
た
で
あ
ろ
う
。
平
民
は
、
二
つ
の
名

の
併
称
は
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
幼
名
ま
た
は
実
名
だ
け
を
称
し
、
ま
た
す
で
に
相
続
人
と
し
て
通
称
に
改
め
た
も
の
は
、
通
称
を
本

名
と
し
て
用
い
る
こ
と
に
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
同
じ
年
の
明
治
五
年
八
月
二
日
太
政
官
布
告
第
二
三
五
号
は
、

ル
迄
自
今
苗
字
名
並
屋
号
共
改
称
不
相
成
候
事

九
年
一
月
二
七
日
同
布
告
第
五
号
で
、

「
同
苗
同
名
ニ
テ
」
を
「
同
苗
同
名
等
」
と
改
め
た
。
こ
の
布
告
に
よ
っ
て
、
改
名
は
原
則
と
し

て
禁
止
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
任
意
の
襲
名
に
終
止
符
が
打
た
れ
た
わ
け
で
あ
る
。
し
か
し
、
．

の
改
名
許
可
を
え
て
、
襲
名
を
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

襲
名
は
、
右
に
記
し
た
よ
う
な
原
因
で
、

「
華
族
ヨ
リ
平
民
二
至

但
同
苗
同
名
ニ
テ
無
余
儀
差
支
有
之
者
＾
管
轄
庁
へ
可
願
出
事
」
と
定
め
、
後
に
明
治

お
そ
ら
く
明
治
中
期
以
後
、
に
わ
か
に
衰
え
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
な
お
許
さ
れ
た
適

法
の
手
続
き
に
よ
り
改
名
の
許
可
を
え
て
、
襲
名
を
実
行
し
た
も
の
も
少
な
く
は
な
か
っ
た
。
正
規
の
許
可
を
え
な
い
ま
ま
で
、
わ
た
＜

し
に
襲
名
し
て
い
る
事
実
上
の
通
称
も
、
む
ろ
ん
な
お
多
か
っ
た
も
の
と
お
も
う
。
当
時
の
襲
名
の
実
例
と
し
て
、
卑
近
な
―
二
の
例
を

挙
げ
て
み
よ
う
。
わ
た
く
し
の
生
家
は
、
東
美
濃
の
山
の
中
の
小
さ
な
城
下
町
の
町
人
の
家
で
あ
っ
た
。
江
戸
末
期
に
、
曽
祖
父
は
木
村

弥
五
八
知
英
と
称
し
て
い
た
が
、
祖
父
が
襲
名
し
て
木
村
弥
五
八
知
行
と
い
い
、
父
も
ま
た
襲
名
し
て
木
村
弥
五
八
知
理
と
名
乗
っ
て
い

た
。
父
が
祖
父
の
隠
居
に
よ
っ
て
家
督
を
相
続
し
、
襲
名
し
た
の
は
、
明
治
中
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
父
は
、
昭
和
の
始
め
に
死
亡
し
、
わ
た

く
し
の
兄
が
相
続
を
し
た
が
、
兄
は
襲
名
を
し
な
か
っ
た
。
当
時
、
生
家
の
右
隣
り
の
家
で
は
「
惣
治
」
と
い
う
名
を
襲
名
し
、
左
隣
り

方
に
お
い
て
、
明
治
五
年
五
月
七
日
太
政
官
布
告
第
一
四
九
号
は
、

「
従
来
通
称
名
乗
両
様
相
用
候
輩
自
今
一
名
ク
ル
ヘ
キ
事
」
と
規
定
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注
1

五

の
家
で
は
「
半
兵
衛
」
を
襲
名
し
た
。
た
だ
し
、
こ
れ
ら
両
隣
り
の
家
の
襲
名
は
改
名
許
可
の
手
続
を
経
て
の
こ
と
で
あ
っ
た
か
、

は
事
実
上
の
襲
名
に
過
ぎ
な
か
っ
た
か
、
詳
し
い
こ
と
は
知
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
改
名
手
続
に
よ
る
に
し
て
も
、

通
称
を
襲
用
す
る
に
し
て
も
、
襲
名
の
風
習
は
、
な
お
相
当
に
行
な
わ
れ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

木
村
「
氏
名
の
制
度
ー
明
治
以
降
の
変
遷
に
つ
い
て
」
法
学
論
集
•
関
西
大
学
創
立
七
十
周
年
記
念
特
集
号
一
八
五
以
下

ま
た

ま
た
事
実
上

本
来
の
意
味
で
の
襲
名
は
、
上
述
の
よ
う
に
明
治
中
期
以
後
行
な
わ
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
し
か
し
、
襲
名
は
そ
の
後
も
実
際
に

は
全
然
廃
止
さ
れ
た
の
で
は
な
か
っ
た
。
明
治
五
年
の
改
氏
名
禁
止
の
布
告
は
、

「
無
余
儀
差
支
」
の
あ
る
者
は
管
轄
庁
へ
改
名
許
可
を

願
出
る
こ
と
が
で
き
る
旨
を
定
め
て
い
た
。
管
轄
は
内
務
省
で
あ
っ
て
、
申
請
書
は
府
県
知
事
に
提
出
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
家
督

相
続
に
よ
っ
て
新
た
に
戸
主
と
な
っ
た
者
が
先
代
の
名
を
襲
名
す
る
た
め
の
改
名
は
、
容
易
に
許
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
氏
名
改
称
禁
止

の
こ
の
布
告
は
、
民
法
典
制
定
後
も
施
行
さ
れ
て
い
て
、
昭
和
二
三
年
の
戸
籍
法
第
一
三
八
条
に
よ
っ
て
、
よ
う
や
く
廃
止
さ
れ
た
が
、

戸
同
籍
法
第
一

0
七
条
第
二
項
も
、

「
正
当
な
事
由
に
よ
っ
て
名
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
家
庭
裁
判
所
の
許
可
を
得
て
、
そ
の
旨

③
 

を
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
規
定
し
た
。
規
定
の
趣
旨
は
、
従
前
の
布
告
を
踏
襲
し
、
規
定
の
し
方
は
、
改
称
禁
止
の
原
則
が
や

や
緩
和
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
見
ら
れ
る
。
改
称
許
可
の
管
轄
は
、
家
庭
裁
判
所
に
移
っ
た
。
家
庭
裁
判
所
は
、
改
名
許
可
申
請
に
つ
い
て

審
判
を
行
な
う
（
揺
辻
鵡
渓
）
。
そ
の
実
例
の
―
つ
を
次
に
挙
げ
て
み
よ
う
。
神
戸
家
庭
裁
判
所
が
昭
二
三
年
一
月
一
日
か
ら
同
二
六
年
一

二
月
末
日
ま
で
の
四
ヵ
年
間
に
取
扱
っ
た
襲
名
を
理
由
と
す
る
名
の
変
更
申
立
事
件
は
、
合
計
六
五
件
で
あ
っ
た
。
こ
の
う
ち
許
可
さ
れ

た
も
の
五
九
件
、
却
下
と
取
下
が
六
件
と
い
ぅ
結
果
が
出
て
い
る
。
年
平
均
に
し
て
一
五
件
ほ
ど
で
あ
る
。
こ
こ
ろ
み
に
、
襲
名
を
許
さ

襲

名

に

つ

い

て

3如



(4) 
注

(3) (2) (I) 

襲

名

に

つ

い

て
＇ ノ‘

「
万
吉
」

一
般
平
民
の
通
称
と
い
う
の
は
、
代
々
襲
用
さ
れ
た
名
を

「
親
族
相
続
戸
籍
二
関
ス
ル
訓
令
通
牒
録
」
＿
l

-

八
八
、
四
三
九
、
五
八
一
。

前
掲
同
条
第
一
項
は
氏
の
変
更
に
関
し
て
、
「
や
む
を
得
な
い
事
由
に
よ
っ
て
氏
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
戸
籍
の
筆
頭
に
記
載
し
た
者
及
び
そ
の
配
偶
者
は
、

家
庭
裁
判
所
の
許
可
を
得
て
、
そ
の
旨
を
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
し
て
い
る
。

こ
の
資
料
は
、
神
戸
家
庭
裁
判
所
が
氏
名
の
変
更
申
立
事
件
の
審
判
に
つ
い
て
職
員
の
参
考
に
資
す
る
た
め
に
集
計
作
成
し
た
も
の
を
借
覧
し
た
も
の
で
あ
る
。

襲
名
に
つ
い
て
以
上
述
べ
た
と
こ
ろ
を
要
約
し
、
更
に
そ
の
性
格
を
考
え
て
み
た
い
。
襲
名
は
、
第
一
に
、
近
世
初
期
に
始
ま
っ
て
明

治
中
期
に
終
息
し
た
慣
習
で
あ
る
。
第
二
に
、
こ
の
慣
習
は
百
姓
•
町
人
の
間
に
行
わ
れ
て
、
武
家
。
公
家
の
間
に
見
ら
れ
な
か
っ
た
。

第
三
に
、
襲
名
さ
れ
た
名
は
通
称
で
あ
っ
て
実
名
に
関
し
て
で
は
な
か
っ
た
。

通
称
と
い
っ
た
の
で
あ
る
。
第
四
に
、
最
も
重
要
な
こ
と
で
あ
る
が
、
襲
名
と
い
う
の
は
、

と
で
あ
る
。
わ
た
く
し
の
考
で
は
、
襲
名
は
家
督
の
相
続
と
と
も
に
行
な
わ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
相
続
の
効
果
と
し
て
名
の
承
継

が
さ
れ
る
と
い
う
の
で
は
な
く
て
、
家
督
相
続
そ
の
こ
と
、
す
な
わ
ち
戸
主
の
地
位
の
承
継
を
表
示
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
戸
主
の
地
位

と
い
う
の
は
、
も
と
よ
り
戸
主
権
の
所
在
す
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
が
、
特
に
こ
の
場
合
に
は
家
産
の
権
利
の
所
在
を
表
示
す
る
も

太
郎
」

「
与
作
」

「
政
市
」
「
清
助
」

「
仲
蔵
」

「
鶴
松
」

い
か
な
る
性
格
を
お
び
て
い
る
か
と
い
う
こ

「
儀
平
」

「
善
平
」
な
ど
で
あ
る
。
や
は
り
、
古
風
な
名
が
多
い
。

「
伝
左
衛
門
」

「
勘
兵
衛
」

「
嘉
三
衛
門
」
と
か
、

「
幸
七
」

「
藤
七
」

「
佐
太
郎
」

「
九
平
」

「
源
六
」

「
定
助
」

「
喜
八
郎
」

「
忠
太
郎
」

「
吉

兵
衛
」

「
庄
兵
衛
」

「
又
兵
衛
」
と
か
、

「
権
右
衛
門
」
「
茂
右
衛
門
」

「
六
郎
右
衛
門
」

「
藤
右
衛
門
」

「
万
右
衛
門
」

れ
た
名
の
う
ち
、

い
く
つ
か
典
型
的
と
お
も
わ
れ
る
の
を
拾
っ
て
み
る
と
、

「
新
兵
衛
」

「
五
郎
兵
衛
」

「
徳
兵
衛
」

「
金
兵
衛
」

「
清
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核
を
形
づ
く
る
だ
ろ
う
。
武
家
に
は
、
こ
の
よ
う
な
家
産
の
な
い
の
が
通
常
で
あ
っ
て
、

に
な
り
え
な
か
っ
た
の
は
、
こ
の
理
由
に
よ
る
の
で
あ
る
。
百
姓
の
間
の
襲
名
が
、

一
般
の
百

の
で
あ
る
。
家
産
は
、
百
姓
で
は
、
土
地
そ
の
他
の
不
動
産
が
主
体
で
あ
ろ
う
し
、
町
人
で
は
、
商
買
の
株
す
な
わ
ち
営
業
権
が
そ
の
中

そ
の
財
産
権
は
封
禄
と
い
う
形
体
で
現
わ
れ
て
、

平
民
の
間
に
お
け
る
よ
う
な
そ
の
私
的
な
世
襲
は
許
さ
れ
な
い
の
が
慣
習
で
あ
っ
た
。
平
民
の
間
で
、
家
産
す
な
わ
ち
戸
主
に
属
し
た
包

括
的
財
産
の
承
継
を
示
す
の
が
、
襲
名
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
襲
名
が
、
百
姓
•
町
人
の
間
で
行
な
わ
れ
て
、
公
家
・
武
家
の
社
会
の
風
習

い
つ
の
時
代
か
ら
始
ま
っ
た
も
の
で
あ
る
か
、
正
確

に
は
わ
か
ら
な
い
が
、
そ
の
実
際
上
の
必
要
か
ら
考
え
て
も
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
近
世
以
前
あ
ま
り
古
く
遡
ら
な
い
で
あ
ろ
う
と

お
も
う
。
町
人
の
通
称
の
襲
名
は
、
近
世
初
頭
に
お
け
る
大
商
人
の
台
頭
に
と
も
な
っ
て
盛
ん
に
な
っ
て
き
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

襲
名
は
、
家
産
の
承
継
を
表
示
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
、
家
産
の
形
成
が
平
民
の
間
に
お
い
て
も
一
般
化
さ
れ
た
時
代
に
お
い
て
、

す
な
わ
ち
、
近
世
の
家
族
制
度
に
と
も
な
っ
て
ひ
ろ
く
慣
習
と
な
っ
た
も
の
と
お
も
わ
れ
る
。
従
っ
て
、
近
世
的
な
家
族
制
度
が
よ
う
や

く
衰
退
し
た
時
期
に
お
い
て
、
襲
名
も
ま
た
衰
微
す
る
に
い
た
っ
た
も
の
で
あ
る
。

襲
名
が
、
通
称
の
襲
用
で
あ
っ
て
、
実
名
そ
の
他
の
名
称
の
継
承
で
は
な
い
の
は
、
襲
名
が
も
と
も
と
平
民
の
間
の
慣
習
で
あ
っ
て
、

乎
民
の
戸
主
の
名
は
通
称
以
外
の
名
が
あ
り
え
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
平
民
戸
主
の
名
は
、
通
称
そ
の
も
の
な
の
で
あ
る
。
あ
る
い
は
、

代
々
の
戸
主
が
そ
の
名
を
襲
名
し
た
か
ら
、
そ
れ
を
「
其
家
の
通
称
」
と
い
う
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
と
に
か
く
、

姓
•
町
人
は
、
苗
字
も
な
く
、
名
も
―
つ
だ
け
で
あ
る
か
ら
、
戸
主
に
と
っ
て
は
、
通
称
は
す
な
わ
ち
実
名
で
も
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

百
姓
、
町
人
に
と
っ
て
こ
そ
、
襲
名
は
完
全
な
名
の
相
続
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
明
治
に
い
た
っ
て
、
百
姓
•
町
人
が
す
べ
て
苗
字
を
唱
え

“i 

る
よ
う
に
な
り
、
そ
れ
ま
で
武
家
に
許
さ
れ
て
い
た
通
称
名
乗
両
用
の
禁
止
さ
れ
る
に
い
た
っ
て
、
人
民
は
す
べ
て
ひ
と
し
く
氏
名
を
称

す
る
と
い
う
一
元
的
な
人
名
制
度
で
統
一
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
平
民
の
間
の
特
殊
な
襲
名
の
慣
習
は
半
ば
そ
の
意
義
を
失
な
っ
て
し
ま

襲

名

に

つ

い

て

一
四
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襲

名

に

つ

い

て

っ
た
。
更
に
、
家
族
制
度
の
変
革
に
と
も
な
う
戸
主
の
地
位
の
弱
化
と
家
産
の
解
体
は
、
襲
名
と
い
う
こ
と
を
不
要
と
す
る
に
い
た
っ
た

の
で
あ
る
。百

姓
の
通
称
の
起
源
に
つ
い
て
は
、
参
照
・
柳
田
国
男
「
地
名
の
話
そ
の
他
」
（
昭
和
八
年
版
）
六
二
頁
以
下
。

明
治
五
年
五
月
七
日
太
政
在
布
告
第
一
四
九
号
「
従
来
通
称
名
乗
両
様
相
用
候
輩
、
自
今
一
名
ク
ル
ヘ
キ
事
」
。

襲
名
は
、
今
日
で
も
、
事
実
と
し
て
行
な
わ
れ
て
い
る
。
今
な
お
行
わ
れ
て
い
る
襲
名
の
実
例
と
し
て
二
つ
の
場
合
を
挙
げ
て
み
た
い
。

そ
の
第
一
は
、
戸
籍
法
・
家
事
審
判
法
の
正
規
の
手
続
を
経
て
家
庭
裁
判
所
の
許
可
を
え
た
改
名
に
よ
る
と
こ
ろ
の
襲
名
で
あ
る
。
襲
名

の
た
め
の
改
名
は
、
多
く
は
許
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
襲
名
は
商
家
の
営
業
上
の
必
要
に
出
た
も
の
が
多
い
こ
と
を
示
し
て
い

る
。
す
な
わ
ち
、
営
業
の
承
継
の
表
示
で
あ
っ
て
、
商
名
の
世
襲
な
の
で
あ
る
。
す
で
に
、
そ
の
通
称
が
純
然
た
る
商
業
上
の
名
称
に
な

っ
て
し
ま
っ
た
も
の
で
、
店
名
と
し
て
、
屋
号
と
し
て
、
商
号
と
し
て
、
社
名
と
し
て
、

の
下
に
お
け
る
本
来
の
襲
名
を
模
し
た
も
の
で
あ
る
以
上
、
そ
れ
以
前
の
も
の
で
は
な
い
。

一
五

ま
た
は
そ
の
一
部
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
通

称
は
、
も
は
や
個
人
の
名
称
た
る
性
質
以
外
の
性
格
を
お
び
て
き
て
、
襲
名
は
財
産
権
の
承
継
を
目
的
と
す
る
こ
と
に
な
っ
た
も
の
と
い

襲
名
の
第
二
の
場
合
は
、
芸
能
の
社
会
に
お
け
る
そ
れ
で
あ
る
。
現
今
に
お
い
て
、
最
も
盛
ん
に
行
な
わ
れ
て
い
る
の
が
、
こ
の
襲
名

で
あ
る
。
芸
能
に
つ
い
て
の
襲
名
は
、
昔
か
ら
こ
と
に
有
名
で
あ
る
。
芸
能
の
襲
名
は
古
い
と
い
っ
て
も
、
上
来
述
べ
て
き
た
家
族
制
度

茶
道
の
三
千
家
の
不
審
庵
・
今
日
庵
・
官
休
庵
は
、
そ
れ
ぞ
れ
宗
佐
・
宗
室
・
宗
守
を
代
々
襲
名
し
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
名
は
、
江

える。 注
(2) (I) 

七
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戸
の
初
期
正
保
年
間
に
退
隠
し
た
千
宗
旦
の
三
子
が
名
乗
っ
た
の
が
始
め
で
あ
る
が
、
現
在
に
い
た
る
ま
で
継
続
し
て
い
る
。
最
近
に
お

い
て
最
も
有
名
な
襲
名
は
、
歌
舞
伎
俳
優
の
芸
名
で
あ
る
。
市
川
団
十
郎
は
、
宝
永
元
年
に
没
し
た
初
代
団
十
郎
以
来
、
原
則
的
に
は
世

襲
で
あ
っ
て
、
今
日
で
十
一
代
目
に
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
尾
上
菊
五
郎
は
、
初
代
が
天
明
三
年
に
死
亡
し
て
、
以
来
数
年
前
に
な
く
な

っ
た
六
代
目
ま
で
襲
名
し
て
き
た
。
市
川
左
団
次
の
芸
名
は
、
明
治
中
期
以
後
で
比
較
的
新
ら
し
い
が
、
以
後
襲
名
さ
れ
て
き
た
。
そ
の

ほ
か
、
嵐
三
右
衛
門
は
元
禄
以
来
八
代
、
市
川
小
団
次
は
享
保
以
後
の
五
代
が
こ
れ
を
名
乗
っ
た
。
市
川
団
蔵
は
初
代
が
元
文
五
年
没
し

伺

て
以
降
、
・
七
代
ま
で
襲
名
し
た
。
市
村
羽
左
衛
門
は
宝
暦
―
二
年
の
羽
左
衛
門
以
後
十
七
代
ま
で
襲
名
。
更
に
、
戦
前
に
お
い
て
す
で
に
、

市
川
八
百
蔵
は
八
代
、
岩
井
半
四
郎
は
九
代
、
大
谷
友
右
衛
門
は
六
代
、
片
岡
仁
左
衛
門
は
十
一
代
、
沢
村
宗
十
郎
は
六
代
、
中
村
勘
三

郎
は
十
三
代
、
中
村
歌
右
衛
門
は
五
代
、
坂
東
彦
三
郎
は
六
代
、
松
本
幸
四
郎
は
七
代
、
守
田
勘
弥
は
十
二
代
を
襲
名
し
た
。
い
ず
れ
も
、

江
戸
中
期
以
後
、
大
多
数
が
今
日
に
い
た
る
ま
で
襲
名
を
つ
づ
け
て
い
る
。
最
近
に
お
い
て
も
、
引
き
つ
づ
き
左
団
次
、

0
 

郎
、
羽
左
衛
門
な
ど
の
襲
名
が
行
な
わ
れ
た
。

芸
名
の
襲
名
と
い
う
の
は
、
氏
名
の
改
称
に
よ
る
襲
名
と
は
異
な
っ
て
、
正
規
の
氏
名
と
関
係
な
く
、
芸
名
の
み
に
つ
い
て
襲
用
さ
れ

お
。
芸
名
の
襲
名
が
い
か
な
る
法
的
効
果
を
生
ず
る
も
の
で
あ
る
か
は
、
ま
ず
芸
名
と
い
う
も
の
の
性
質
か
ら
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
芸
名
は
氏
名
に
は
含
ま
れ
な
い
。
別
の
名
称
で
あ
る
。
し
か
し
、
芸
名
は
筆
名
な
ど
と
同
じ
ょ
う
に
、
氏
名
に
準
じ
て
名
称
権
を
生

ず
る
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
従
っ
て
、
芸
名
の
襲
名
も
実
名
の
襲
名
に
準
ず
る
私
法
的
効
果
を
生
ず
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

な
お
、
芸
名
に
つ
い
て
は
「
名
取
り
」
と
い
う
風
習
が
ひ
ろ
く
行
な
わ
れ
て
い
る
。
日
本
舞
踊
や
長
唄
・
常
盤
津
・
清
元
な
ど
の
邦
楽

の
「
家
元
」
か
ら
、
そ
の
芸
名
の
う
ち
の
一
字
を
与
え
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
芸
能
に
つ
い
て
、
修
得
の
一
定
段
階
に
達
し
た
と
き

の
免
許
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
る
。

襲
名
に
つ
い
て
．

「
名
取
り
」
は
、

「
通
字
」
の
一
種
で
あ
る
。
昔
の
兄
弟
通
字
、
父
子
通
字
は
、
後
世
の
芸
能
の
社

一
六

八
百
蔵
、
宗
十
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襲

名

に

つ

い

て

い
問
、
そ
の
子
孫
が
こ
れ
を
襲
名
し
て
来
て
、

L
o
u
i
s

の
一
例
で
あ
る
。

の

H
l
o
d
-
w
i
g
で
あ
る
が
、
こ
れ
が
ラ
テ
ソ
化
さ
れ
て

Clodo-vicus
ま
た
は

の
歴
史
的
呼
び
名
と
し
て
、

Clovis
と
称
し
て
い
る
。

Clovis

な
わ
ち
、

Clovis

る
。
そ
の
の
ち
、
カ
ロ
リ
ン
ガ
朝
に
な
っ
て
、

の
で
あ
る
。

C
l
o
d
o
-
v
i
g
s
か
ら

Clovis
に、

西
洋
で
、
襲
名
の
一
般
的
な
慣
習
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
、

る。

フ
ラ
ン
ス
で
は
、

L
o
u
i
s
と
い
う
国
王
の
名
が
一
八
世
紀
ま
で
襲
名
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
名
の
語
源
は
、

一
世
で
あ
る
。
そ
の
五
代
あ
と
に

Clovis
二
世
、
さ
ら
に
二
代
を
経
て

Clovis
―
二
世
と
、
そ
の
名
を
継
承
し
て
い

八

会
で
は
、
師
弟
通
字
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

道
上
の
技
能
と
精
神
の
修
得
を
証
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、

―
―
六
一
頁

一
七

一
世
な

ま
た
今
日
の
「
家
元
」
の
免
許
に
は
、
財
産
的
性
質
が
多
分
に
付
随

し
て
い
る
こ
と
見
逃
が
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
芸
名
に
関
す
る
権
利
は
、
無
体
財
産
権
の
性
質
を
も
つ
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き

注
0

「
読
史
備
要
」
一
〇
六
四
以
下
。

の
前
掲
―
―
六
0
頁
、
一
―
六
六
頁
、

③
前
掲
―
―
五
八
ー
―
一
八
0
頁

0

俳
優
の
襲
名
は
、
近
来
ま
す
ま
す
盛
ん
に
な
っ
て
き
た
。
歌
舞
伎
の
社
会
で
は
襲
名
の
慣
習
は
復
活
し
て
い
る
。

つ
ま
び
ら
か
に
は
知
ら
な
い
。
国
王
の
名
が
襲
名
さ
れ
て
来
た
こ
と
は
周
知

Clodo-vechus 
と
な
り
、

ゲ
ル
マ
ソ
語

ま
た
こ
れ
を
フ
ラ
ン
ス
風

は
、
五
世
紀
末
に
フ
ラ
ン
ク
王
国
を
創
建
し
た
王
の
名
で
あ
っ
た
。
す

シ
ャ
ル
マ
ー
ニ
ュ
大
帝
の
後
を
受
け
て
フ
ラ
ン
ス
国
王
に
な
っ
た
の
が
、

L
o
u
i
s

ま
た
こ
れ
を
純
粋
に
フ
ラ
ン
ス
化
し
た
名
が

L
o
u
i
s
な
の
で
あ
る
。
以
来
、
千
年
の
長

一
八
世
に
及
ん
だ
次
第
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
国
王
の
襲
名
は
、
他
に
も
例
が
あ

「
通
字
」
に
お
い
て
は
、
家
門
の
血
統
と
名
誉
を
表
わ
し
、

「
名
取
り
」
に
お
い
て
は
、
芸
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―
一
世
紀
以
前
の
す
べ
て
の
時
代
を

一
世
に
継
が
れ
た
の
で
あ
る
。

一
人
が
同
じ

祖
母
の
祖
父
の
名

G
o
n
t
i
e
r
と
い
う
三
つ
の
名
で

る
。
封
建
貴
族
の
間
で
も
、
そ
の
例
は
多
か
っ
た
。

襲
名
は
名
の
襲
用
で
あ
る
。
氏
は
、
も
と
よ
り
、
父
の
氏
を
継
承
す
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
西
洋
で
は
氏
と
い
う
も
の
は
、

フ
ラ
ン

ス
に
例
を
と
れ
ば
、
よ
う
や
く
中
世
の
末
に
固
定
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
氏
の
固
定
以
前
に
は
、
通
称
と
も
い
う
べ
き

s
u
r
n
o
m

が
相

続
さ
れ
て
い
て
、
や
が
て
こ
れ
が
氏
に
変
化
し
た
の
で
あ
っ
た
か
ら
、
中
世
の

s
u
r
n
o
m
の
習
俗
の
生
成
す
る
ま
で
は
、
人
は
み
な
名
し

か
も
た
な
い
単
名
の
制
度
で
あ
っ
た
。
襲
名
は
、
こ
の
単
名
制
の
時
代
に
慣
行
さ
れ
て
い
た
の
で
、
そ
の
点
は
わ
が
国
の
襲
名
と
類
似
し

て
い
る
。
い
ま
、
右
に
挙
げ
た
フ
ラ
シ
ク
建
国
の
王

Clovis
の
家
系
に
お
け
る
襲
名
の
例
を
も
う
一
度
と
っ
て
み
よ
う
。

Clovis
は、

ブ
ル
グ
ン
ド
王
家
の

Clotilde
と
結
婚
し
て
い
た
の
で
、
夫
婦
の
孫
四
人
ま
で
、
祖
母

Clotilde
方
の
尊
属
の
名
を
襲
名
し
た
。
襲
名

さ
れ
た
名
は
、
祖
母
の
父
の
名

Chilperic
、
祖
母
の
叔
父
の
名

G
o
n
d
e
b
a
u
d

あ
る
。
こ
れ
を
、
夫
婦
の
次
子

C
l
o
d
o
m
i
r
の
子
が

G
o
n
t
i
e
r
と
い
う
名
を
、
第
三
子

Clotair
の
三
人
の
子
の
う
ち
、

....,,. 
G
o
n
t
i
e
r
と
い
う
名
を
、
も
一
人
が

Chilperic
と
い
う
名
を
、
残
る
一
人
が

G
o
n
d
e
b
a
u
d
と
い
う
名
を
襲
名
し
如
。

Clovis
王

自
身
の
名
は
、
す
で
に
述
べ
た
通
り
、
二
世
・
三
世
と
襲
名
さ
れ
、
さ
ら
に
フ
ラ
ン
ス
王

L
o
u
i
s

モ
リ
ス
・
シ
ョ
ウ
ム
は
、
プ
ル
ゴ
ー
ニ
ュ
の
歴
史
を
書
い
た
中
で
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

通
じ
て
、
名
と
い
う
も
の
は
、
慣
習
に
よ
っ
て
、
尊
重
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
無
形
財
を
形
づ
く
っ
て
い
た
。
名
は
、
伝
統
に
よ
っ
て
受

け
継
が
れ
、
そ
の
名
を
称
す
る
個
人
の
属
す
る
血
統
と
そ
の
出
自
の
家
系
と
を
、

ほ
と
ん
ど
完
全
に
表
示
し
て
い
た
と
。
父
祖
の
名
を
襲

名
す
る
の
は
、
そ
の
血
統
に
属
す
る
直
系
ま
た
は
傍
系
の
卑
属
の
み
に
許
さ
れ
た
権
利
で
あ
っ
て
、
同
じ
血
統
に
属
し
な
い
他
の
者
が
襲

名
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
中
世
に
お
け
る
単
名
制
の
下
で
の
こ
の
よ
う
な
襲
名
は
、
わ
が
国
の
近
世
の
襲
名

の
よ
う
に
完
全
単
純
で
は
な
い
が
、
そ
の
形
態
お
よ
び
性
質
が
や
や
似
て
い
る
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。

襲

名

に

つ

い

て

八
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注
〇

襲

名

に

つ

い

て

く
て
附
加
的
な
通
称
の
襲
名
で
あ
る
。

る
こ
と
に
な
っ
た
。
氏
の
形
成
に
い
た
る
ま
で
の

一
九

の
相
続
は
、
や
は
り
一
種
の
襲
名
で
あ
る
。
た
だ
し
、
名
の
襲
名
で
は
な

る
に
い
た
っ
た
。
氏
す
な
わ
ち
苗
字
が
こ
れ
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
、

第
に

さ
ら
に
ま
た
、
襲
名
は
、
少
な
く
と
も
カ
ロ
リ
ン
ガ
朝
時
代
の
農
民
の
間
で
も
行
な
わ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
父
ま
た
は
母
そ
の
他
の
血
族

の
名
が
、
子
ど
も
た
ち
に
、
そ
の
男
女
の
性
に
応
じ
た
語
形
で
与
え
ら
れ
た
。
例
え
ば
、

さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
襲
名
は
一
応
襲
名
と
い
え
よ
う
。
し
か
し
、

T
e
o
b
e
r
t
a

と
命
名

一
そ
う
ひ
ろ
く
行
わ
れ
た
の
は
、
父
母
の
名
を
変
化
形
に
よ
っ
て
命

名
さ
れ
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
例
え
ば
、
父
の
名
が

a
l
d
e
'
b
e
r
t
u
s

で
あ
る
場
合
に
は
、
子
の
名
は

R
o
d
o
,
b
e
r
t
u
s

と
か

B
a
l
d
e
'
b
e
r
t
u
s

な
ど
で
あ
っ
た
。
ま
た
、

R
a
d
e
'
b
e
r
t
u
s

の
子
は
、

G
a
i
r
e
'
b
e
l
t
u
s

と
か

A
u
d
o
‘
b
e
r
t
u
s
と
か

R
a
d
e
'
b
e
r
g
a
な
ど
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に

他
の
方
法
で
の
変
形
の
つ
く
り
か
た
は
、
同
一
家
系
の
人
た
ち
を
同
じ
頭
韻
で
命
名
す
る
と
い
う
し
か
た
で
あ
っ
た
。
一
例
は
、

G
u
n
d
a
,

h
a
r
i
u
s
,
 
G
u
n
d
e
v
e
c
h
u
s
,
 G
u
n
d
o
b
a
b
u
s
,
 G
o
d
e
g
i
s
i
l
u
s

と
い
う
よ
う
に
で
あ
る
。
こ
の
種
の
名
の
変
形
は
、
も
は
や
襲
名
で
は
な
い
。

し
い
て
い
え
ば
、
わ
が
国
で
の
通
名
と
か
通
字
に
似
た
も
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
右
の
よ
う
な
名
の
全
部
的
ま
た
は
一
部
的
襲
用
は
、

ど
の
程
度
に
一
般
的
な
慣
行
に
な
っ
て
い
た
の
か
明
ら
か
で
な
い
し
、

襲
用
の
方
法
も
形
態
も
、
完
全
な
襲
名
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
。

と
こ
ろ
が
、
中
世
中
こ
ろ
か
ら
単
名
の
ほ
か
に
附
加
名
が
つ
け
ら
れ

る
風
習
が
始
ま
っ
た
。
す
な
わ
ち
s
u
r
n
o
m
で
あ
る
。
そ
の
最
初
は
多
く
は
あ
だ
名
を
つ
け
た
の
に
始
ま
っ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
後
次

s
u
r
n
o
m
 

s
u
r
n
o
m
 

Paul Lebel, 
L
e
s
 n
o
m
s
 de personnes, 
5e ・edit., 
1962, p. 
4
7
;
1
A
l
b
e
r
t
 Dauzat, L
e
s
 n
o
m
s
 de famille 
de France, 
ze edit., 
1949, p. 
67, 8
0
.
 

T
e
o
b
e
r
t
u
s

の
長
女
は

襲
名
は
、

は
、
通
称
と
も
い
う
べ
き
性
格
を
備
え
て
き
て
、
更
に
ま
た
、
こ
れ
が
父
か
ら
子
へ
と
受
け
継
が
れ
、
相
続
性
を
帯
び

一
七
・
八
世
紀
に
な
る
と
、
氏
は
固
定
し
て
、
氏
名
制
度
が
確
立
す “r 

中
世
の
王
家
に
お
け
る
慣
行
で
あ
っ
た
の
み
な
ら
ず
、
封
建
貴
族
の
家
系
に
あ
っ
て
も
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
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②

Lebel, p. 4
7
1
4
8
.
 

③

M
a
u
r
i
c
e
 C
h
a
u
m
e
,
 L
e
s
 origines d
u
 d
u
c
h
e
 d
e
 B
o
u
r
g
o
g
n
e

、
1
9
2
7
ー

1
9
3
7
•
I
•
5
1
8

(Lebel, 
p. 
4
6
 et 
suiv.
の
引
用
に
よ
る
。
）

O
F

呈
•
p
.
4
8
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⑥

Lebel, p. 4
8
,
 
4
9
.
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